
菜園たより 

    三種三種三種三種のののの宝宝宝宝～～～～ひとつひとつひとつひとつめめめめ、、、、「「「「ちのみちちのみちちのみちちのみち」」」」のののの話話話話        

 正月休みが明けて早々の、１０日～１２日の３日間、娘の師にあたる飯田茂実さんを京都よりお招きし、古来

より伝わる心身術、三種の宝（みくさのみたから）を学ぶ集いを催しました。私もこの術を日々実行継続しなが

ら消化し、身に付けて行こうと思っています。 

 三種の宝は、一、ちのみち 二、たなすえ（てあて） 三、おまじない です。謎めいてい

て、得体のしれぬ何かの宗教かと思われるかもしれませんが、違います。宗教よりはる

か古く、ヒトの誕生、言葉の誕生にまで遡る、感応する力を自分の中に見出し、それが知

恵の源なのだと、得心するための術です。飯田さんは、時を越え、命の流れを見失うこと

がないよう大切に受け継がれた宝を、持ってきてくれました。この場で、少しでもお伝えす

ることができればと思います。悪文、理解のつたなさの向こうに、何かを感じていただけ

ればと、願います。                             （飯田さん →） 

 

 三つの宝の中の「ちのみち」の話を書いてみます。食べ物の仲立ちをして生活する、我ら百姓には、特別な

任務があると思うからです。「ち」は、“ち”（血）だったり、“ちち”（乳）であったり、“ち”（風、たとえば東風を「こ

ち」という）、つ“ち”（土）、さ“ち”（幸）、であったりと、象を変え私たちの元へやってきます。そうでなければ、

我々はこれらを求め、体に取り込み、隅々に行き渡らせ、滞りなく通過させます。 

我々の生きる姿の正体は、“ち”の道だと言えます。摂取と排泄の生命現象にとどまらず、世界を巡り流れる

“ち”の道の、一区間を成していると感じられれば、幸せです。ところが、我々は、日々の生活の中で、心身に

何か溜めこんだり、酷使したりと、流れの停滞や閉塞をおこします。放置すれば病んでしまう。その詰まりを解

消する術が“ち”の道の術です。 

飯田さんは、三つの主たる動作で、活元運動（自律的に体のゆがみを修復する動き）を誘い出して見せてく

れました。（ご迷惑でなければ、続きを書かせてください、次号にて。晃） 

 

 娘が、上記イベントのために帰省しましたが、絵をかいてもらう余裕もなく・・・ 下の絵は、イベントのチラシに

娘が描いたもの。３月には、最後の演劇公演が仙台であって、４月からは社会人。絵を描いてもらう機会はま

すます減りそうです。「いつかは、帰ってくる」と言っていますが。（１月２１日 泰子） 
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